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【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　就実学園　　　　　

[平成23年度設置］

　　　計画の区分：研究科の専攻設置 認可 



年 人 人

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

2 - 1 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ]

2 - 1 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ]

2 - 1 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ]

2 - 1 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

0.4 0.2

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入てください。

[ 　-　 ] [ 　-　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

0.3倍

5 5 -

(　-　 ) (　-　 ) (　- 　)

[ 　-　 ]

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成２３年度 平成２４年度 平成　年度
平均入学定員

超 過 率
備　　　　　考

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　初等教育学専攻

人文科学部
初等教育学科

　 2 5 10
　　修士（教育学）　

　
　人文科学研究科 基礎となる学部等

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 収容定員

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　・　様式は，平成２２年度開設の博士後期課程の場合（平成２４年度までの３年間）ですが，開設年度・

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象研究科等の名称，定員
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報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [ - ] [　 　]

2 - 1 - -

[　-　] [　-　] [　- ] [　　 ]

2 - -

[　- ] [　　 ]

-

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

計
[　-　] [　-　] [　　　　 ]

2 3

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２３年度 平成２４年度 平成－年度
備　　　　　考

１年次

　

２年次

３年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２３年度 0 人 0 人

平成２４年度 0 人 0 人

1 人 0 人 平成２４年度 0 人 0 人 0 ％

3 人 0 人 0 ％

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２４年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

％

平成２４年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２３年度
入学者

2 人 0 人 0

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

認　可　時 該当なし

（23年1月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（24年1月）

　　　　してください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「認可時」には，当該大学等の設置認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

　　　　具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

６　留意事項に対する履行状況等

人文科学部表現文化学科の入
学定員超過の是正に努めるこ
と。

入学定員の是正のため、入念
な入学者選抜に関する会議を
開催し、平均入学定員超過率
を1.23倍に抑制することがで
きた。
４　既設大学等の状況参照

　就実短期大学実践コミュニ
ケーション学科の定員充足率
が０．７倍未満となっている
ことから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直し
について検討すること。

実践コミュニケーション学科
の定員を充足するため、学科
の名称変更、カリキュラムの
改革、高校訪問の活性化など
を実施したが、入学者の回復
が見込めず、平成25年度の学
生募集を停止することを決定
した。
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

　　　現在実施されていない。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　本学では、大学院に所属する全ての専任教員が4年制大学教育を兼務しており、基本的な授業改善への取組は、
　　FD講演会だけでなく、授業評価、相互授業参観等の実施により充実している。大学院に係る授業改善についても、
　　平成22年度にFD委員会規程に基づく専門部会を設置し、大学院独自の授業改善の方策の検討も進んでいる。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　本学では、前後期のセメスター制を採用しており、それぞれの終期に定期的に学生による授業評価を行ってい
　　るが、大学院における授業評価は現在その方策等を検討中であり実施に至っていない。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　・　ＦＤ講演会

　ｂ　実施方法

　　　今年度は大学院・大学・短期大学合同のFD後援会を行い、学生とともに成長する大学教育を目指している。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　FD講演会　実施日/参加者数　(平成23年7月27日　98/127名)

 　　委員会は平成23年度では1回開催された。（8月4日）
　　 構成員は21名で平均出席者数は19名である。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　教員の授業内容・方法の改善のための組織的な取り組みに関する事項
　　　教育システム全般に関わる研究、開発及び企画に関する事項
　　　その他教育の改善についての必要な事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　就実大学大学院・就実大学・就実短期大学FD委員会規程(別紙１)を制定し、FDを中心とした教員の資質維持向上を
図っている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜人文科学研究科　初等教育学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　２０１２年　５　月３１日　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

（注）・　設置認可時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　・大学ホームページ上に公開

　　掲載URL　http://www.shujitsu.ac.jp/wp-content/uploads/2012/01/shudaijikoreport.pdf

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２７年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受けるべく，学内で検討中

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成21年5月1日

　ｂ　公表方法

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　初等教育学専攻には、22年度には2名、平成23年度には1名の入学者が入学した。人数的には定員を下回るが

　　アドミッションポリシーに応じた質の高い学生を確保することができた。22年度入学生は順調に講義をこな

　　し、修士論文作成にとりかかっており、本学初の修士(教育学)の学位に相応しい学生であると確信している。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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